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第 3章 公共施設等の状況（用途別）
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本章の見方 

 

  

■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

■配置状況

④ 建 物 性 能

・耐震対策は公民館を除き全て完了していません。
・バリアフリー対策は市民会館は点字ブロックの設置以外できていますが、それ以外は
　未実施の施設が多く、対策が必要です。
・避難所指定されている施設は8施設あり、そのうち防災電源を保持している施設は
　市民会館のみのため、長時間停電等の際には避難所としても運営が困難となります。

旧勤労青少年ホーム/旧共練生活館/公民館桜井邸分館/旧進徳生活館/旧
東明生活館/南美唄コミュニティセンター/市民会館

旧我路生活館/旧落合生活館

-

公民館拓北分館

-

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

③ コ ス ト 状 況

・市民文化系施設の保有状況は施設数が10施設（建物数11棟）、総延床面積が
　7,024㎡です。これら施設の経過年数は平均53年です。

① 保 有 状 況

②利 用 ・運 営状況

・現用施設の年間利用者数は合計69,655人（平均8,707人）、年間利用件数は合計
　4,016件　（平均574件）であり、稼働率は平均23％となっています。
・施設の運営は、公民館（桜井邸分館・拓北分館）と市民会館が指定管理、その他は
　直営により運営されています。

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約3,557万円で、そのほとんどが
　一般財源からの支出です。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約22.5億円
　（住民1人当り負担約9.5万円）です。

市民文化系施設は、市民の地域における生活文化の向上と健康増進並びに青少年の心身の健全な育成を図る場
を供するため設置されています。

該 当 施 設

35,575千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

22.5億円

(1,496円／年・人) (95千円)

施 設 数
10施設
（11棟）

総 延 床 面 積 7,024㎡

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算
注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

■設置目的 
施設の設置目的を表します 

■主要データ 

Ⅰ施設数 

   施設数（棟数）を表します 

Ⅱ総延床面積 

   施設の総延床面積を表します 

Ⅲ年間総コスト 

   1)歳出合計から使用料を差し引いた 

    金額を表します（千円／年） 

   2)住民１人当りコスト（円／年・人） 

    1)を人口で除した金額を表します 

Ⅳ30 年間の更新費用 

   1)施設の建替費と大規模改修費の  

    合計金額を表します（千円） 

   2)住民１人当り負担（円） 
    1)を人口で除した金額を表します 

■現状・課題 

①保有状況 

     施設の保有状況を表します 

②利用・運営状況 

     施設の利用・運営状況を表します 

③コスト状況 

   施設のコスト状況を表します 

④建物性能 

     施設の建物性能を表します 

■配置状況 

施設の配置状況を表します 

（凡例は、中分類で分けています） 
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

市民文化系施設は、市民の地域における生活文化の向上と健康増進並びに青少年の心身の健全な育成を図る場
を供するため設置されています。

該 当 施 設

35,575千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

22.5億円

(1,496円／年・人) (95千円)

施 設 数
10施設
（11棟）

総 延 床 面 積 7,024㎡

④ 建 物 性 能

・耐震対策は公民館を除き全て完了していません。
・バリアフリー対策は市民会館は点字ブロックの設置以外できていますが、それ以外は
　未実施の施設が多く、対策が必要です。
・避難所指定されている施設は8施設あり、そのうち防災電源を保持している施設は
　市民会館のみのため、長時間停電等の際には避難所としても運営が困難となります。

旧勤労青少年ホーム/旧共練生活館/公民館桜井邸分館/旧進徳生活館/旧
東明生活館/南美唄コミュニティセンター/市民会館

旧我路生活館/旧落合生活館

-

公民館拓北分館

-

年 間 総 コ ス ト
（住民1人当りコスト）

③ コ ス ト 状 況

・市民文化系施設の保有状況は施設数が10施設（建物数11棟）、総延床面積が
　7,024㎡です。これら施設の経過年数は平均53年です。

① 保 有 状 況

②利 用 ・ 運 営状況

・現用施設の年間利用者数は合計69,655人（平均8,707人）、年間利用件数は合計
　4,016件　（平均574件）であり、稼働率は平均23％となっています。
・施設の運営は、公民館（桜井邸分館・拓北分館）と市民会館が指定管理、その他は
　直営により運営されています。

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約3,557万円で、そのほとんどが
　一般財源からの支出です。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約22.5億円
　（住民1人当り負担約9.5万円）です。

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算
注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 1 節 市民文化系施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

社会教育系施設は、各種図書や郷土の歴史、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集、保管、展示し、社会
や郷土に対する市民の教育、学術及び文化の振興に寄与するために設置されています。

施 設 数
6施設
（8棟）

総 延 床 面 積 3,902㎡

該 当 施 設

市立図書館/ピパオイの里プラザ/郷土史料館/旧東明駅舎

アルテピアッツァ美唄/三菱美唄記念館

-

-

-

年 間 総 コ ス ト
（住民1人当りコスト）

34,957千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

11.6億円

(1,470円／年・人) (49千円)

④ 建 物 性 能

・耐震対策はアルテピアッツァ美唄の体験工房・喫茶室とピパオイの里プラザを
　除き全て完了していません。
・バリアフリー対策は全般的に未実施の施設が多く、対策が必要です。
・避難所指定されている施設はありません。

① 保 有 状 況
・社会教育系施設の保有状況は施設数が6施設（建物数8棟）、総延床面積が
　3,902㎡です。これら施設の経過年数は平均43年です。

②利 用 ・ 運 営状況

・全施設の年間利用者数は合計54,308人（平均9,051人）、年間利用件数は合計
　771件　（平均193件）であり、稼働率は平均49％となっています。
・施設の運営は、アルテピアッツァ美唄とピパオイの里プラザが指定管理、三菱美唄
　記念館が委託、その他は直営により運営されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約3,516万円で、そのほとんど
　が一般財源からの支出ですが、市立図書館・郷土資料館は一部利用料収入で
　賄っています。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約11.6億円
　（住民1人当り負担約4.9万円）です。

注） 人口はH27年03月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 2 節 社会教育系施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

29.9億円

(3,399円／年・人)

④ 建 物 性 能

・耐震対策は旧体育センター・美唄国設スキー場の我路レストハウス・詰所を除いて
　完了しています。
・バリアフリー対策は過半数の施設が未実施の状況であり、対策が必要です。
・総合体育館が地区避難所に、陸上競技場と旧体育センターが広域避難所に指定
　されています。

① 保 有 状 況
・スポーツ・観光系施設の保有状況は施設数が9施設（建物数13棟）、総延床面積
　が13,576㎡です。これら施設の経過年数は平均24年です。

②利 用 ・ 運 営状況

・現用施設の年間利用者数は合計446,678人（平均55,835人）、稼働率は
　平均34％となっています。
・施設の運営は、弓道場・旧体育センターが直営、その他が指定管理により運営
　されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約8,089万円となっており、
　その大半が指定管理料となっています。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約29.9億円
　（住民1人当り負担約12.6万円）です。

スポーツ・観光系施設は、スポーツ施設、レクリエーション・観光施設、保養施設を指します。スポーツ施設は、ス
ポーツの推進を図ることにより、村民の心身の健全な発達のため、レクリエーション・観光施設は、地域産業の活性
化と研究・研修の充実、交流人口増大のため、保養施設は、地域住民の保養の充実を目的として設置されていま
す。

該 当 施 設

温水プール「すい～む」/サン・スポーツランド美唄/陸上競技場/弓道場/総合
体育館/ピパの湯　ゆ～りん館/南美唄地区共同浴場/旧体育センター

美唄国設スキー場

(126千円)

施 設 数
9施設

（13棟）
総 延 床 面 積 13,576㎡

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

80,848千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

注） 人口はH27年03月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 3 節 スポーツ・観光系施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

施 設 数
10施設
（24棟）

総 延 床 面 積 41,354㎡

学校教育系施設は、学校教育法による小学校、中学校、教職員用住宅、給食センターを指します。各種学校は児
童・生徒の教育に寄与し、教職員用住宅は教員の生活の安定と福祉の増進に寄与する目的として設置された施設
です。また、給食センターは児童・生徒及び教職員等に対して食事を調理・配給する目的として設置されています。

該 当 施 設
-

峰延小学校/峰延中学校

茶志内小学校

中央小学校/東小学校/東中学校/南美唄小学校/南美唄中学校/美唄中学
校/学校給食センター

-

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

182,692千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

73.6億円

(7,682円／年・人) (310千円)

④ 建 物 性 能

・耐震対策は全て完了しています。
・バリアフリー対策は大半の施設が未実施の状況です。
・学校給食センターを除いて全て地区避難所・広域避難所に指定されており、その
　うち防災電源を保持している施設はないため、長時間停電等の際には避難所として
　の運営が困難となります。

① 保 有 状 況
・学校教育系施設の保有状況は施設数が10施設（建物数24棟）、総延床面積が
　41,354㎡です。これら施設の経過年数は平均30年です。

②利 用 ・ 運 営状況
・小・中学校の児童・生徒数は合計1,350人、クラス数は合計72クラスとなっています。
・施設の運営は、すべて直営により運営されています。

③ コ ス ト 状 況
・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約1億8,269万円です。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約73.6億円
　（住民1人当り負担約31万円）です。

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 4 節 学校教育系施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

子育て支援施設は、乳幼児・児童の預かり保育のため設置されています。

施 設 数
11施設
（12棟）

総 延 床 面 積 5,241㎡

該 当 施 設

進徳保育園/西保育所/中央保育所/東保育所/認定こども園ひまわり/子育て
支援センター「はみんぐ」/中央小学校区放課後児童施設/美唄市放課後児童
施設

栄幼稚園

-

峰延保育所

茶志内双葉保育園

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

91,023千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

9.3億円

(3,827円／年・人) (39千円)

④ 建 物 性 能
・耐震対策は過半数の施設が未実施の状況です。
・バリアフリー対策は大半の施設で何らかの対策が必要な状況です。
・進徳保育園が地区避難所として指定されています。

① 保 有 状 況
・子育て支援施設の保有状況は施設数が11施設（建物数12棟）、総延床面積が
　5,241㎡です。これら施設の経過年数は平均31年です。

② 利用 ・ 運 営 状況

・幼稚園・保育園・保育所・認定こども園の入所者数は合計262人、稼働率は
　平均68％となっています。子育て支援センター「はみんぐ」の年間利用者数は
　8,187人、放課後児童施設の年間利用者数は合計18,970人となっています。
・施設の運営は進徳保育園・茶志内双葉保育園・峰延保育所が指定管理、
　その他が直営により運営されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約9,102万円で、そのうち
　63％が指定管理費となっています。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約9.3億円
　（住民1人当り負担約3.9万円）です。

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 5 節 子育て支援施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

④ 建 物 性 能
・耐震対策は約30%の施設が未実施の状況です。
・バリアフリー対策は自動ドア・点字ブロック以外はほぼ対策ができている状況です。
・16施設が地区避難所として指定されています。

① 保 有 状 況
・保健・福祉施設の保有状況は施設数が21施設（建物数22棟）、総延床面積が
　12,730㎡です。これら施設の経過年数は平均26年です。

②利 用 ・ 運 営状況

・高齢福祉施設（2施設）の入所者数は合計137人、入所率は81％、障がい福祉
　施設（1施設）の入所者数は62人、入所率は93％となっています。また、各福祉
　会館（15施設）の年間利用者数は合計48,757人、稼働率は平均14％となって
　います。東地区生活支援センター「すまいる」の年間利用者数は9,298人です。
・施設の運営は高齢福祉施設・保健センター（3施設）が直営、障がい福祉施設が
　委託、各福祉会館・総合福祉センター・東地区生活支援センター「すまいる」が
　指定管理により運営されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約3億6,785万円で、そのうち
　54％が高齢福祉施設の人件費となっています。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約27.3億円
　（住民1人当り負担約11.5万円）です。

総 延 床 面 積 12,730㎡

保健・福祉施設は、市民の福祉の向上、健康維持増進、高齢者及び要支援・介護認定者等に対して生活支援の
ため設置されています。

該 当 施 設

保健センター/総合福祉センター/東4条福祉会館/東地区生活支援センター
「すまいる」/東福祉会館/東明西福祉会館/南美唄福祉会館/南福祉会館/北
福祉会館/癸巳福祉会館

-

開発福祉会館/西美唄福祉会館

恵祥園/恵風園/心身障がい者共同作業場/光珠内福祉会館/峰延福祉会館

茶志内中央福祉会館/茶志内福祉会館/中村福祉会館/日東福祉会館

施 設 数
21施設
（22棟）

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

367,847千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

27.3億円

(15,467円／年・人) (115千円)

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算
注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 6 節 保健・福祉施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約5,756万円で、その大半が
　一般財源からの支出です。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約28.9億円
　（住民1人当り負担約12.1万円）です。

④ 建 物 性 能
・美唄市役所をはじめ、約半数の施設の耐震対策が必要な状況です。
・バリアフリー対策は美唄市役所を除いて何らかの対策が必要な状況です。
・消防庁舎以外は非常電源を有していません。

(2,420円／年・人) (121千円)

① 保 有 状 況
・行政施設の保有状況は施設数が9施設（建物数11棟）、総延床面積が
　10,228㎡です。これら施設の経過年数は平均35年です。

②利 用 ・ 運 営状況 ・施設の運営はすべて直営により運営されています。

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

57,553千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

28.9億円

施 設 数
9施設

（11棟）
総 延 床 面 積 10,228㎡

沼南地区コミュニティ消防センター/峰延地区コミュニティ消防センター

茶志内分団詰所

行政系施設は住民へ様々な支援やサービスを提供する窓口機能、執務機能、その他議会機能および消防を目的
として設置されています。

該 当 施 設

美唄市役所/消防庁舎/東明分団詰所/南美唄地区コミュニティ消防センター

旧東美唄出張所

西美唄分団詰所

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 7 節 行政系施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

149.6億円

④ 建 物 性 能

・耐震対策は約70%が新耐震又は耐震補強済みであり、残り約30%の建物について
　対策が必要な状況です。
・バリアフリー対策については、エレベーターを設置している14棟のうち車椅子対応
　となっている建物はありません。一方、集会所8棟のうち多目的トイレは4棟に
　設置されています。

① 保 有 状 況
・公営住宅の保有状況は施設数が14施設（建物数93棟）、総延床面積が
　83,347㎡です。これら施設の経過年数は平均27年です。

②利 用 ・ 運 営状況

・公営住宅の管理戸数は1,048戸で、政策空家数を除いた施設全体の入居率の
　平均は87％です。
・施設の運営はすべて直営により運営されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約9,262万円です。
　一方、施設使用料は約1億9,918万円で、歳出の倍以上となっています。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約149.6億円
　（住民1人当り負担約62.9万円）です。

(0円／年・人) (629千円)

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

0千円／年

施 設 数
14施設
（93棟）

総 延 床 面 積 83,347㎡

該 当 施 設

峰延東陽光団地

日東団地

公営住宅は、公営住宅法に基づき住民の定住促進と雇用の安定を図るため、賃貸を目的として設置されていま
す。

南美唄団地/いなほ団地/進徳東団地/共練団地/東光団地/美の里団地/東
明恵愛団地/有明団地/東雲団地/ゆたかニュータウン/進徳団地/有為団地

-

-

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 8 節 公営住宅 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

総 延 床 面 積 5,145㎡

供給処理施設は、家庭から発生する一般廃棄物や破砕不燃物、焼却の処理や一般家庭及び事業所から排出さ
れる生ごみの処理、およびし尿を処理する目的で設置されています。

該 当 施 設

し尿処理場/美唄市ゴミ処理センター/美唄市リサイクルセンター

-

-

-

一般廃棄物最終処分場　エコの丘

施 設 数
4施設
（6棟）

年 間 総 コ ス ト
（住民1人当りコスト）

179,459千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

10.8億円

(7,546円／年・人) (45千円)

④ 建 物 性 能 ・耐震対策はし尿処理場のみ未実施です。

① 保 有 状 況
・供給処理施設の保有状況は施設数が4施設（建物数6棟）、総延床面積が
　5,145㎡です。これら施設の経過年数は平均18年です。

②利 用 ・ 運 営状況
・使用停止しているゴミ処理センターを除いて、施設の運営はすべて指定管理
　により運営されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約1億8,906万円で、その
　ほとんどが一般財源からの支出です。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約10.8億円
　（住民1人当り負担約4.5万円）です。

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算

注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 9 節 供給処理施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

④ 建 物 性 能

・耐震対策は約42%が新耐震の建物であり、残り約58%の建物について対策が
　必要な状況です。
・バリアフリー対策は平均約46％が完了しています。
・地区避難所に指定されている施設は4施設、広域避難所に指定されている施設は
　5施設あります。

(906円／年・人) (329千円)

① 保 有 状 況
・その他施設の保有状況は施設数が37施設（建物数52棟）、総延床面積が
　30,728㎡です。これら施設の経過年数は平均35年です。

② 利用 ・ 運 営 状況 ・施設の運営は、委託が1施設、指定管理が4施設、直営が31施設となっています。

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

21,557千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

78.3億円

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約3,190万円となっており、
　その約7割が一般財源で、火葬場と住宅の施設使用料収入で約3割が賄われて
　います。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約78.3億円
　（住民1人当り負担約32.9万円）です。

施 設 数
37施設
（52棟）

総 延 床 面 積 30,728㎡

その他の施設は、旧小学校・旧保育所等、元の用途として使用されていない施設や、火葬場や歩道橋など他の用
途に区分できない施設です。

該 当 施 設

コスモス通/自動車車庫/美唄地域人材開発センター/旧市立美唄児童館/旧
東栄小学校/旧東明地域体育館/旧美唄情報処理技術者養成施設/旧美唄
地区共同職業訓練校/教職員住宅/公用車車庫/市職員住宅1（西3条南1丁
目）/市職員住宅2（西1条北6丁目）/重機用車庫/中央小教員住宅/旧中小
企業センター/東中学校　校長住宅/南美唄小学校　校長住宅/南美唄中学校
校長住宅/美唄ダム事務所/美唄駅周辺地区ポンプ室/美唄駅西口第1自転
車駐車場/美唄市米穀乾燥調製施設/美唄市有機物製造供給施設/美唄中
学校　教頭住宅/美唄中学校　校長住宅

旧我路電話局舎/旧沼東小学校

旧上美唄北開拓婦人ホーム

火葬場（美唄斎苑）/旧光珠内中央小学校/旧光珠内保育所/旧豊葦営農改
善センター/美唄市小麦集出荷調製施設/峰延小学校　旧教頭住宅

旧茶志内小学校/旧北美唄営農改善センター/茶志内小学校管理者住宅

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算
注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 10 節 その他施設 
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■配置状況
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■設置目的

■主要データ

中央部

東　部

西　部

南　部

北　部

■現状・課題

医療施設は、地域住民の健康保持に必要な医療を提供するため設置されています。

施 設 数
3施設

（13棟）
総 延 床 面 積 13,297㎡

該 当 施 設

市立美唄病院/市立病院医師アパート/市立病院職員公宅

-

-

-

-

年 間 総 コ ス ト

（住民1人当りコスト）

68,981千円／年 30 年 間 の 更新 費用
（ 住民1 人当り 負担）

49.6億円

(2,900円／年・人) (208千円)

④ 建 物 性 能

・耐震対策は5建物が新耐震の建物であり、残り8建物について対策が必要な状況
　です。なお、市立美唄病院の病院棟は対策が必要です。
・バリアフリー対策は市立美唄病院では点字ブロックを除いて100％の完了して
　います。
・避難所に指定されている施設はありません。

① 保 有 状 況
・医療施設の保有状況は施設数が3施設（建物数5棟）、総延床面積が13,297㎡
　です。これら施設の経過年数は平均35年です。

②利 用 ・ 運 営状況

・市立美唄病院の年間入院・外来患者数は合計77,977人であり、病床利用率は
　72％となっています。
・施設の運営は全て直営で運営されています。

③ コ ス ト 状 況

・平成26年度（2014年度）の施設に関わる歳出計は約7,018万円で、このうち市立
　美唄病院が約6,992万円となっています。
・今後、施設を維持するために３0年間に必要な投資的経費は約49.6億円
　（住民1人当り負担約20.8万円）です。

注） 人口はH27年3月末時点の人口で計算
注） 年間総コストはH26年度歳出合計から使用料を差し引いた金額

第 11 節 医療施設 
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■配置状況
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